
寒さがやわらぎ、春の気配を感じられるようになりました。日によっては汗ばむくらいの時もあり、

気温差が激しいです。季節の変わり目は自律神経が乱れやすく、大人も子どもも体調を崩しがちです。

食事、活動、睡眠の生活リズムを整えていきましょう。 

２月は、インフルエンザと診断されたお子さんが１名ありましたが、今のところ広がってはいません。

全国的にも岐阜県でも、インフルエンザの感染者数は多いままで、インフルエンザ B 型が多くなってき

ているようなので、引き続き感染予防に努めましょう。 

早いもので、今年度も残り 1 ヶ月となりました。元気いっぱいで過ごしたいですね。 

 

  

        

                

  

 

  

 

 

3月 3日は「耳の日」  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより３月号 
 R５.2.2９ 若草保育園 

困ったら耳鼻咽喉科

で相談しましょう 

 
耳の中の皮膚は敏感な

ため、子どもが動いて耳

の中を傷つけてしまうこ

ともあります。 

耳あかがたまっている

のに、耳掃除が難しい時

は耳鼻咽喉科で診てもら

いましょう。そのほうが

安全です。 

耳は、音を聞いたり、体のバランスを感じ取ったりする大切な器官です。 

子どもならではの特徴を知って、耳を守りましょう。 

 

子どもの耳は 

〇耳掃除が大変 

〇中耳炎になりやすい 

 中耳は「耳管」という菅

で、鼻の奥とつながっていま

す。子どもは大人に比べて耳

管が短く、傾きがなだらかな

ため、鼻の中のウイルスや細

菌が耳管を通って中耳に入

りやすく、中耳炎を起こしや

すいのです。 



 

０～４歳までは、一生で最も成長が速い時期。衣がえ

のついでに、衣服や靴のサイズをチェックして、きつく

ないか確かめましょう。また、ズボンのすそが長すぎる

と転びやすいですし、そでが長いと、転んだときにとっ

さに手をつきにくいことも。子どもの体格に合わせて、

縫い止めてあげましょう。 

 

アンケートで載せてほしいと希望がありました 

指しゃぶりについて 

指しゃぶりについては、様々な見解があるかと思いますが、歯が生え始めると歯並びに影響が

ないか心配になりますね。 

赤ちゃんにとっては、自分の意志で手が動くようになってからの楽しい遊びのひとつです。 

自分で物をつかめるようになり、歩くようになり、いろいろな遊びを覚えていく中で、自然とし

なくなることが多いようです。 

 3 歳くらいまでの指しゃぶりは、特に心配する必要はないようです。ただ、２～３歳くらいに

なったら、やめることができるように工夫を少しずつ始めてみるのがいいかと思います。 

 ・何か興味を持てるものや集中できる遊びを！ 

積み木やブロックなど指を使った遊びや、外で体を使って、エネルギーを発散させる遊び     

をしましょう。 

 ・絵本の読み聞かせやスキンシップをとる！ 

   満足するまで絵本を読んであげる。添い寝をして手を握りながら話をすることで安心して

眠れます。 

歯並びが気になる場合は、小児歯科医に相談しましょう。 

無理強いせずに、焦らずゆっくり自然に指しゃぶりを卒業できるといいですね。 

 

 


